






















水温は5月に5.4~ 13.7 "cと低水温で，夏季にむけて上昇していき， 7月もしくは8月にその年のピーク(24.5~ 25.3 "C) 
に達した。その後，徐々に低下していき， 11月には測定した期間では最も低い値を示した。リンの添加濃度を変化させた実
験では，流入河川が十分に混合している Sta.3の表層における 2005~ 2008年のリン最大取り込み速度(Vmax)は，それぞ
れ 0.020~1.77， 0.068~ l.89， 0.127~2.69 ， 0 .482~ l.55μmo!'L-' ・day-'であり，リン取り込みに関する半飽和定数(Ks)





中心とした画分(>7μm)の方が大きく Ks値に関しては細菌画分の方が小さかった。しかし 2008年 8月は，細菌画分は
非常に大きい Ks値を示した。これらのことより 2008年8月を除けば細菌画分は溶存態リンへの高い親和性を持つが，取り
込み速度は植物プランクトン画分の方が大きいとし、うことが分かった。炭素と比較してリンが少ない朱鞠内湖では(C: N : P 
= 260: 40 : 1)植物プランクトン薗分(>7μm)より細菌画分(7-0.7μm)の方が溶存態リンの取り込みに関して比較的有利な
のかもしれない。 >20μmの画分と 20-7μmの画分のVmax値は同じ程度かもしくは 20-7μm画分の方が大きい傾
向であった。一方， Ks値は， 2008年9と11月を除けば>20μmの画分の方が大きかった。>20μmの植物プランクトン
画分(鞭毛藻類ω-oglenaamerIcanaなど)は，大きし、 Ks値かつ，小さし、Vmax1i直を示し，溶存態リンの取り込みには非常に
不利であると考えられる。しかし小さい Ks値かっ，大きいVmax値である 20~ 7μmの植物プランクトンは溶存態リン取り
込みに対して有利であると考えられる。2005~ 2008年の5月.2007， 2008年 11月のVmax値は小さい値を示した。これ
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は い ず れ の 期 間 も 生 物 量 が 少 な く ， さ ら に 低 水 温 が 微 生 物 群 集 の 活 性 を 低 下 さ せ て い る こ と が 原 因 で あ る と 考 え ら れ る 。
13c を 利 用 し た 酢 酸 取 り 込 み で も 同 様 な 結 果 が 得 ら れ て い る 。 6 月 か ら 9 月 に か け て V m a x 値 は 大 き く な っ た が ， こ れ は 水 温
の 上 昇 に 伴 い 微 生 物 群 集 の 活 性 も 高 く な っ た た め で 、 あ る と 考 え ら れ る 。 2007 年 と 2008 年 の 7 月 に は そ れ ぞ れ の 年 の 最 大
の V m a x値 と K s 1i直 を 示 し た 。 こ れ ら の 月 の サ イ ズ 別 の V m a x値 と K s値 を 比 較 し て み る と ， 2007 年 7 月 に 関 し て は 20 - 7 μ m  
の 画 分 の V m a x 値 と K s 値 が 非 常 に 大 き く ， 2008 年 7 月 に つ い て は K s 値 は >2 0 μ m の 画 分 が 大 き か っ た が ， V m a x 値 は サ
イ ズ ご と に そ れ ほ ど 違 い は 見 ら れ な か っ た 。 2005 年， 2006 年 に は 10 月 に な る と ， Sta.3 の V m a x 値 と K s 値 は 大 き く な る 傾
向 を 示 し た 。 こ の 時 期 に は 黄 色 鞭 毛 藻 ( > 2 0 μ m )が 湖 内 で 、 優 占 種 と な っ て い た 。 大 き い K s 値 ( 溶 存 態 リ ン に 対 す る 親 和 性 が
低 い ) に も か か わ ら ず 鞭 毛 藻 類 が 優 占 種 に な っ て い た の は ， 鞭 毛 藻 類 が 混 合 栄 養 型 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン で あ る た め ， 捕 食
に よ っ て リ ン を 取 り 込 む 能 力 が あ り ， 細 胞 膜 を 通 し て 外 部 の 溶 存 態 リ ン を 取 り 込 む 必 要 が な い た め で 、 あ っ た と 考 え ら れ る 。 つ
ま り こ の 時 期 に は 鞭 毛 藻 類 は 外 部 の 溶 存 態 リ ン を 細 胞 膜 を 通 し て 取 り 込 む よ り 捕 食 に よ っ て リ ン を 摂 取 し た 方 が 効 率 が 良 か
っ た の で 、 は な し 、 か と 考 え ら れ る 。 光 合 成 と 並 行 し て 起 き て し も 一 般 的 な 細 胞 膜 経 由 に よ る リ ン 取 り 込 み よ り ， 捕 食 に よ る 取 り
込 み の 方 が ， 有 機 物 ・リ ン 共 に 得 ら れ る た め に 優 先 し て い る の カ も し れ な い 。 も し く は 糊 内 の リ ン が 非 常 に 不 足 し て い て 捕 食
す る し か な か っ た の か ， あ る い は 餌 と な っ て い る 細 菌 サ イ ズ ‘ の 生 物 が リ ン リ ッ チ と な っ て い た の か も し れ な い 。 以 上 の こ と を ま
と め る と ， 朱 鞠 内 湖 で は ，
l. 低 水 温 の 時 期 ， 微 生 物 群 集 の リ ン 取 り 込 み 活 性 は 低 い 。
2. 朱 鞠 内 湖 の リ ン 取 り 込 み の 競 合 に お い て ， 細 菌 画 分 の 生 物 は 植 物 プ ラ ン ク ト ン 画 分 の 生 物 よ り 有 利 で 、 あ っ た 。
3. 小 型 の 微 生 物 群 集 画 分 ( 7 μ m 以 下 ) の 方 が ， リ ン 取 り 込 み 最 大 速 度 が 大 き く ， ま た ， 親 和 性 が 高 く ， リ ン 取 り 込 み
に 有 利 で 、 あ っ た と 考 え ら れ る 。
4. 仕 vgJena americana な ど の 鞭 毛 藻 類 は バ ク テ リ ア を 捕 食 し て 有 機 物 や リ ン を 摂 取 し て い る 可 能 性 が あ る 。
5. 夏 期 に は リ ン 取 り 込 み の 最 大 速 度 が 小 さ く ， ま た 取 り 込 み に 関 す る 親 和 性 が 低 い 時 が あ り ， 鞭 毛 藻 類 の 出 現 時 期
と 一 致 し た 。
6. リ ン 取 り 込 み 競 合 に 関 し て 比 較 的 有 利 な 細 菌 画 分 の 生 物 が 溶 存 態 リ ン を 取 り 込 み リ ン リ ッ チ と な り ， そ の 生 物 を 鞭
毛 藻 類 が 摂 取 し て い る と 考 え ら れ る 。
と い う こ と が 分 か っ た 。
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図 1 Sta.3 の 試 水 当 た り の K s 値 の 季 節 変 化 図 2 Sta.3 の 試 水 当 た り の V m a x f [宣 の 季 節 変 化
- 日 野 修 次 ， 菊 池 さ ち 子 ， 矢 内 未 字 (2 006 年 ) 朱 鞠 内 湖 に お け る 潜 在 的 リ ン 取 り 込 み 活 性 の 推 定 と 評 価
日 本 陸 水 学 会 第 71 回 大 会 ( 口 演 )
-相 馬 明 輝 ， 日 野 修 次 ， 菊 池 さ ち 子 ， 矢 内 未 字 (2007 年 ) 朱 鞠 内 湖 に お け る 微 生 物 群 集 に よ る リ ン 取 り 込 み 活 性
日 本 陸 水 学 会 第 72 回 大 会 ( ポ ス タ ー )
・相 馬 明 輝 ， 日 野 修 次 ， 菊 池 さ ち 子 ， 矢 内 未 字 (2008 年 ) 朱 鞠 内 湖 に お け る 微 生 物 群 集 に よ る リ ン 取 り 込 み 活 性
( 分 画 に よ る リ ン 取 り 込 み 活 性 の 比 較 と 評 価 )
日 本 陸 水 学 会 第 73 回 大 会 ( ポ ス タ ー )
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